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総
会
で
内
山
会
長
は
ま

ず
、
21
年
11
月
に
、
念
願
だ

っ
た
公
益
社
団
法
人
化
が
実

現
し
た
こ
と
に
加
え
、
「
損

害
鑑
定
人
」
と
い
う
表
示

も
、
同
協
会
の
商
標
と
し
て

特
許
庁
に
登
録
さ
れ
た
こ
と

を
報
告
し
、
「
『
損
害
鑑
定

人
』
と
い
う
職
業
を
表
す
言

葉
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
は
非
常
に
意
味
が
あ

る
」
と
語
っ
た
。

　
次
に
21
年
度
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
で
協
会
活
動
も
さ
ま
ざ

ま
な
制
限
を
受
け
た
も
の

の
、
社
会
全
般
で
は
経
済
活

動
な
ど
を
継
続
す
る
こ
と

で
、
生
活
へ
の
影
響
を
最
低

限
に
と
ど
め
る
取
り
組
み
が

行
わ
れ
た
と
振
り
返
っ
た
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
20
年
に

開
催
を
見
送
っ
た
「
損
害
鑑

定
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
初
め
て

て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
、

過
去
最
大
の
約
５
０
０
人
が

参
加
し
た
こ
と
に
加
え
、
多

く
の
理
事
会
や
研
修
で
は
、

ウ
ェ
ブ
を
活
用
す
る
な
ど
協

会
活
動
に
大
き
な
変
化
が
あ

っ
た
と
し
た
。

　
こ
う
し
た
活
動
は
集
合
の

機
会
が
減
少
す
る
と
い
う
マ

イ
ナ
ス
面
も
あ
る
一
方
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
の
移
動

時
間
や
交
通
費
の
削
減
に
つ

な
が
り
、
協
会
の
経
費
構
造

が
変
化
し
た
こ
と
か
ら
、
会

費
徴
収
の
削
減
に
つ
い
て
の

検
討
を
進
め
る
と
し
た
。

　
特
定
修
理
業
者
問
題
に
つ

い
て
は
、
22
年
10
月
に
予
定

さ
れ
て
い
る
火
災
保
険
の
約

款
改
定
の
中
で
、
保
険
金
の

支
払
条
件
と
し
て
契
約
者
か

ら
の
修
理
の
確
約
が
必
要
に

な
る
と
い
う
報
道
が
行
わ
れ

て
い
る
と
し
、
「
こ
う
し
た

約
款
改
定
は
、
特
定
修
理
業

者
に
対
す
る
抑
止
に
つ
な
が

る
が
、
そ
の
効
果
は
、
復
旧

し
た
と
い
う
事
実
の
確
認
が

適
切
に
実
施
さ
れ
る
か
否
か

に
か
か
っ
て
い
る
た
め
、
損

害
鑑
定
人
の
専
門
性
を
発
揮

し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け

た
。
　

　
ま
た
、
迅
速
な
生
活
再
建

支
援
に
向
け
て
、
民
間
損
保

の
損
害
認
定
を
行
政
の
罹
災

証
明
発
行
に
活
用
す
る
こ
と

が
内
閣
府
に
よ
り
検
討
さ
れ

て
い
る
と
し
た
報
道
に
対

し
、
「
公
正
な
損
害
調
査
を

行
う
担
い
手
の
確
保
が
、
日

本
の
社
会
の
強
靭
化
に
か
か

わ
る
大
き
な
課
題
だ
。
損
害

鑑
定
人
は
そ
の
解
決
策
を
提

示
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

強
調
し
た
。

　
総
会
で
は
報
告
事
項
と
し

て
21
年
度
事
業
報
告
の
件
、

22
年
度
事
業
計
画
の
件
、
22

年
度
収
支
予
算
の
件
を
報
告

し
た
他
、
①
21
年
度
計
算
書

類
承
認
の
件
（
一
般
社
団
法

人
最
終
期
）
②
21
年
度
計
算

書
類
承
認
の
件
（
公
益
社
団

法
人
第
１
期
）
③
会
費
の
徴

収
停
止
月
設
定
の
件
④
規
則

・
規
定
の
新
設
の
件
⑤
定
款

変
更
の
件
（
特
別
決
議
）
⑥

理
事
選
任
の
件
⑦
監
事
選
任

の
件
―
の
７
議
案
が
審
議
さ

れ
、
全
て
承
認
さ
れ
た
。

　
総
会
終
了
後
に
は
、
Ａ
Ｓ

Ｃ
研
修
ス
テ
ッ
プ
Ⅰ
・
Ⅱ
の

成
績
優
秀
者
と
し
て
、
ス
テ

ッ
プ
Ⅰ
か
ら
、
山
貴
総
合
鑑

定
の
鈴
木
舜
氏
、
坂
口
雄
亮

氏
、
ア
ス
カ
総
合
鑑
定
の
豊

田
良
平
氏
、
ス
テ
ッ
プ
Ⅱ
か

ら
中
央
損
保
鑑
定
の
若
谷
敏

宏
氏
、
田
口
遼
氏
、
名
鑑
の

大
井
航
太
郎
氏
の
計
６
人
を

表
彰
し
た
。
　
　

　
ま
た
、
総
会
終
了
後
に
開

催
し
た
理
事
会
に
お
い
て
新

会
長
に
就
任
し
た
太
田
氏
が

あ
い
さ
つ
。
ま
ず
、
16
年
に

協
会
の
理
事
に
就
任
し
、
主

に
教
育
研
修
を
担
当
し
、
18

年
か
ら
副
会
長
と
し
て
、
研

修
体
系
の
充
実
や
ウ
ェ
ブ
化

な
ど
の
取
り
組
み
に
加
え
、

損
害
鑑
定
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、

各
種
課
題
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
等
を
行
っ
て
き
た
と
自
己

紹
介
し
た
。

　
次
に
鑑
定
協
会
に
つ
い

て
、
21
年
11
月
に
、
公
益
法

人
認
定
を
受
け
た
こ
と
に
よ

り
、
高
い
信
頼
を
得
た
一
方

で
、
社
会
全
体
に
対
す
る
責

任
も
増
加
し
て
お
り
、
近
年

は
、
大
型
自
然
災
害
の
多
発

に
加
え
、
特
定
業
者
の
暗
躍

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
、
世
界
情
勢
の
悪

化
な
ど
社
会
は
大
き
く
変
化

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら

な
る
変
化
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
し
た
。

　
最
後
に
、
「
22
年
度
は
、

公
益
法
人
と
し
て
、
は
じ
め

て
年
間
を
通
じ
て
本
格
的
に

活
動
を
行
う
が
、
前
会
長
の

後
を
引
き
継
ぎ
、
地
に
足
を

つ
け
て
当
協
会
が
発
展
し
て

い
く
よ
う
に
努
力
し
て
い
き

た
い
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

新
会
長
に
太
田
英
俊
氏
就
任

内山氏

太田新会長

ＡＳＣ研修成績優秀者を表彰

第
12
回
定
時
会
員
総
会
開
催

公
益
法
人
と
し
て
社
会
に
貢
献

日本損害鑑定協会

　
日
本
損
害
鑑
定
協
会
は
６
月
22
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
損
保
会
館
で
第
12
回
定
時
会
員
総
会
を
開
催
し

た
。
総
会
で
は
、
22
年
度
事
業
計
画
な
ど
を
報
告
し
た
他
、
21
年
度
の
計
算
書
類
承
認
な
ど
全
７
議
案
が
全

て
承
認
・
可
決
さ
れ
た
。
内
山
真
会
長
（
内
山
鑑
定
事
務
所
代
表
）
は
「
当
協
会
は
、
公
益
法
人
と
し
て
損

保
協
会
を
は
じ
め
関
連
す
る
各
種
団
体
や
行
政
当
局
と
の
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
自
然
災
害
等
が
発
生

し
て
も
早
期
に
復
興
で
き
る
強
靭
な
社
会
の
実
現
に
貢
献
で
き
る
存
在
だ
。
会
員
各
位
に
は
、
継
続
し
て
当

協
会
活
動
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ
た
。
総
会
終
了
後
は
、
Ａ
Ｓ
Ｃ
研
修
ス
テ
ッ
プ
Ⅰ
・
Ⅱ
の

成
績
優
秀
者
の
鑑
定
人
６
人
を
表
彰
し
た
。
な
お
、
内
山
会
長
は
総
会
終
了
と
と
も
に
退
任
し
、
総
会
終
了

後
に
開
催
し
た
理
事
会
で
、
副
会
長
の
太
田
英
俊
氏
（
中
央
損
保
鑑
定
代
表
）
が
新
会
長
に
就
任
し
た
。


